
  

 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

     
 

   

 
 

 

               

 

蒸
気
船 

 

1872

［
明
治
５
］
年
に
、
新
橋
停
車
場
か
ら
開

港
場
横
浜
ま
で
、
蒸
気
機
関
車(

｢

陸
蒸
気｣

と
呼
ば

れ
た)

が
走
り
始
め
ま
し
た
が
、
そ
れ
よ
り
先
の

1869

年
に
、
新
政
府
が
、
西
洋
型
の
風
帆
船
や
蒸

気
船(

｢

川
蒸
気｣

と
呼
ば
れ
た)

の
民
間
所
有
を
許

可
す
る
と
、
時
を
移
さ
ず
、
関
東
地
方
の
川
や

湖
に
も
蒸
気
船
が
航
行
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
利
根
川
水
系
で
初
め
て
定
期
運
航
し
た
、

船
名
の
明
ら
か
な
そ
れ
は
、
1871

年
２
月
に
東
京

～
古
河
間
に
就
航
し
た｢

利
根
川
丸｣

だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

1877

［
明
治
10

］
年
に
は
、
内
国
通
運
会
社(

現

日
本
通
運
株
式
会
社)

が
、
東
京
深
川
扇
橋
か
ら
、

江
戸
川
・
利
根
川
を
経
て
、
思
川
の
生
井
村
乙

女
河
岸(

現
栃
木
県
小
山
市
乙
女)

に
至
る
航
路
に
、

外
輪
蒸
気
船｢

第
一
通
運
丸｣

を
就
航
さ
せ
ま

し
た
。
内
国
通
運
は
、
そ
れ
以
後
、
短
期
間
の

う
ち
に
、
江
戸
川
・
利
根
川
を
中
心
に
、
鬼
怒

川
・
渡
良
瀬
川
・
霞
ヶ
浦
・
北
浦
な
ど
、
各
方

面
に
航
路
を
新
設
し
、
第
二
・
第
三
・
第
四
、

と
そ
の
船
数
を
増
や
し
て
い
っ
た
の
で
、｢

通

運
丸｣

は
川
蒸
気
の
代
名
詞
的
存
在
と
な
り
ま

し
た
。 

 

1890

［
明
治
23

］
年
に
は
、
日
本
初
の
西
洋
式

運
河
で
あ
る
利
根
運
河
が
開
通
し
、
利
根
川
と

江
戸
川
と
を
短
絡
し(

柏
市
～
流
山
市
～
野
田
市)

、

銚
子
と
東
京
と
の
間
を
約
18

時
間
で
結
び
ま

し
た
。
1921

［
大
正
10

］
年
に
は
、
横
利
根
川
に

横
利
根
閘
門(

こ
う
も
ん 

水
位
の
異
な
る
河
川
や
運
河
、
水

路
の
間
で
船
舶
を
昇
降
さ
せ
る
た
め
の
装
置)

も
完
成
し

て
い
ま
す
。 

 

通
運
丸 

 
｢

通
運
丸｣

は
、
木
造
の
外
輪
蒸
気
船
で
、
1877

年
の
就
航
時
か
ら
昭
和
期
ま
で
に
、
そ
の
名
を

持
つ
船
は
、
87

船
体
も
造
ら
れ
て
い
ま
す(

再

建
造
を
含
む)

。 
 

1877

年
２
月
に
、
東
京
石
川
島
平
野
造
船
所
で

竣
工
し
た｢

第
一
通
運
丸｣

は
、
全
長
約
22

m
、

全
幅
約
2.7

m
、
総
ト
ン
数
60

ト
ン
、
機
関
は
20

馬
力
、
速
力
は
約
6
ノ
ッ
ト(

時
速
約
11

km)

。

吃
水(

き
っ
す
い 

水
面
か
ら
船
底
ま
で
の
深
さ)

の
浅
い

船
体
が
、
水
深
の
浅
い
河
川
の
航
行
に
は
適
し

て
い
ま
し
た
。
船
室
は
上
等
・
並
等
に
分
か
れ
、

荷
物
は
床
下
に
積
み
込
ま
れ
ま
し
た
。
５
月
１

日
か
ら
深
川
扇
橋
～
生
井
村
間
で
営
業
を
開

始
し
ま
す
。 

そ
の
船
体
や
船
内
の
様
子
に
つ
い
て
は
、

『
江
戸
川
区
史
』
第
参
巻
に
、
次
の
記
事
が
載

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

｢

…
…
、
通
運
丸
の
構
造
は
、
そ
の
中
央
が

機
関
部
で
、
大
き
な
蒸
気
エ
ン
ジ
ン
が
据
え
つ

け
て
あ
っ
た
。
船
は
発
動
機
船
と
ち
が
っ
て
あ

ま
り
振
動
も
な
く
、
乗
り
心
地
は
き
わ
め
て
よ

か
っ
た
。
客
室
は
上
等
と
並
等
に
わ
か
れ
、
上

等
は
舳
【
へ
さ
き

】
の
方
に
あ
り
、
並
等
は
艫

【
と
も

】
の
方
に
あ
っ
た
。
並
等
と
機
関
部
の

間
に
せ
ま
い
部
屋
が
あ
っ
た
が
、
…
…
、
そ
の

部
屋
に
は
駄
菓
子
や
ラ
ム
ネ
な
ど
を
な
ら
べ
、

客
の
求
め
に
よ
っ
て
弁
当
も
調
達
し
た
。
弁
当

と
い
っ
て
も
汽
車
弁
の
よ
う
な
折
詰
で
は
な

く
、
昔
、
一
膳
め
し
屋
な
ど
で
よ
く
使
っ
た
木

製
の
仕
切
り
の
あ
る
箱
に
飯
を
盛
り
、
お
か
ず

は
主
に
佃
煮
類
を
添
え
た
も
の
で
あ
る
。
…

…
。｣ 

 

明
治
10

年
代
に
は
、
10

社
以
上
の
船
会
社
が

貨
客
の
争
奪
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
が
、
明
治

20

年
代
に
入
る
と
、
合
併
や
買
収
が
相
次
ぎ
、

利
根
川
航
路
は
、
内
国
通
運
、
銚
子
汽
船
、
木

下(

き
お
ろ
し 

現
千
葉
県
印
西
市
木
下)

の
吉
岡
廻
漕

店
に
再
編
さ
れ
、
利
根
運
河
の
開
通
に
伴
い
、

東
京
～
銚
子
間
に
直
行
便
が
就
航
し
て
、
全
盛

期
を
迎
え
ま
し
た
。 

 
 

 

通
運
丸
の
航
路
は
、
多
い
時
で
20
に
近
か
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
内
国
通
運
会
社
の

『
第
16

回
実
際
報
告
』
に
よ
れ
ば
、
1888

［
明
治

21

］
年
に
は
、 

①
東
京
～
新
波
・
笹
良
橋(
栃
木
県)

 
 

②
東
京

～
行
徳 

③
東
京
～
鉾
田
・
銚
子 

④
東
京
～

下
田 

⑤
東
京
～
三
崎 
⑥
東
京
～
館
山

の
６
航
路
が
、
1910

［
明
治
43

］
年
出
版
の
『
利

根
川
汽
船
航
路
案
内
』(

汽
船
荷
客
取
扱
人
聯
合
会 

編
集)

に
は
、
次
の
11

航
路
が
、
記
載
さ
れ
て
い 

 

ま
す
。 

①
東
京
～
行
徳 

 

②
東
京
～
川
俣
・
別
所(

群

馬
県)

 
 

③
東
京
～
笹
良
橋 

④
東
京
～
水
海

道 

⑤
東
京
～
銚
子 

⑥
佐
原
～
鉾
田 

⑦ 
 

銚
子
～
高
浜 

⑧
銚
子
～
土
浦 

⑨
土
浦
～ 

 

佐
原 

⑩
土
浦
～
鹿
島 

⑪
土
浦
～
江
戸
崎 

 
 

し
か
し
、
1896

［
明
治
29

］
年
12

月
に
、
日
本

鉄
道
土
浦
線(

現
JR
常
磐
線)

が
開
通
す
る
と
、
そ

れ
ま
で
は
蒸
気
船
で
１
泊
２
日
を
要
し
た
土 

 

浦
か
ら
都
心
ま
で
が
、
僅
か
２
時
間
で
結
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
翌
年
６
月
に
は
、
銚

子
～
東
京
間
に
総
武
鉄
道(

現
JR
総
武
本
線)

が 
 

開
通
し
、
所
要
時
間
は
約
５
時
間
と
な
り
ま
し

た
。 

 

1901
［
明
治
34

］
年
に
は
、
我
孫
子
～
成
田
間(

現

JR
成
田
線)

が
、
1911

年
に
は
、
柏
か
ら
野
田
に
至

る
県
営
鉄
道(

現
東
武
野
田
線)

が
開
通
す
る
な 

ど
、
鉄
道
網
の
発
展
は
め
ざ
ま
し
く
、
大
量
輸

送
の
担
い
手
は
、
水
運
か
ら
鉄
道
へ
と
移
り
、

蒸
気
船
は
、
霞
ヶ
浦
沿
岸
や
利
根
川
下
流
域
を

結
ぶ
、
短
・
中
距
離
航
路
で
の
輸
送
を
担
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
航
路
の
定
期
船

は
、
鉄
道
の
な
い
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
は
利

便
性
が
高
く
、
戦
後
ま
で
運
航
さ
れ
て
い
ま
し

た
。 

 

土
浦
の
蒸
気
船  

 

土
浦
に
蒸
気
船
が
就
航
し
た
の
は
、
1881

［
明

治
14

］
年
に
設
立
さ
れ
た｢

土
浦
魚
会
社｣

に
、

銚
子
か
ら
魚
を
運
ん
だ
の
が
最
初
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
銚
子
を
定
繋
地
と
す
る
吉
田
汽

船
や
土
浦
を
定
繋
地
と
す
る
貝
塚
松
太
郎
の

朝
日
丸
な
ど
が
、
生
鮮
魚
介
類
を
土
浦
港
ま
で

運
ん
だ
よ
う
で
す
。
生
魚
を
運
ぶ
の
で
、
「
生

蒸
気
」
と
呼
ば
れ
、
夜
に
銚
子
を
出
港
し
、
８

～
９
時
間
を
掛
け
て
利
根
川
を
上
り
、
翌
日
の

朝
早
く
川
口
の
常
磐
線
鉄
橋
東
側
の
、
日
高
屋

(

旅
籠
。
荷
客
扱
所
も
兼
ね
て
い
た)

前
の
船
着
場
に
着

第１５６号 

号 

号 
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き
、
魚
は
、
そ
こ
か
ら
艀(

は
し
け)

で
桜
橋
近
く

の
魚
会
社
ま
で
運
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の｢

生
蒸

気｣
は
、
大
正
時
代
に
も
運
航
さ
れ
て
い
て
、
1914

［
大
正
３
］
年
に
、
土
浦
町
中
城
に
生
ま
れ
た

保
立
俊
一(
中
31

回)

は
、
1994

［
平
成
６
］
年
刊

の
『
水
郷
つ
ち
う
ら
回
想
』｢

谷
原｣

の
中
に
、

子
ど
も
の
頃
に｢
生
蒸
気｣

を
見
に
行
っ
た
思

い
出
を
綴
っ
て
い
ま
す
。 

 
｢

…
…
、
私
の
家
は
魚
問
屋
を
し
て
い
た
。

川
口
川
沿
い
の
今
【
レ
ス
ト
ラ
ン

】
嵯
峨
野
の
所

【
現
中
央
２
丁
目
。
桜
橋
バ
ス
停
付
近

】
が
魚
会
社
で
、

悪
天
候
の
日
以
外
は
銚
子
か
ら
魚
が
来
る
。
魚

を
運
ん
で
来
る
蒸
気
船
を
生
蒸
気
と
よ
ん
で

い
た
。
生
蒸
気
は
夜
銚
子
を
出
航
す
る
。
海
水

が
満
潮
の
時
を
ね
ら
っ
て
利
根
川
を
上
る
。
引

き
潮
の
時
は
利
根
川
の
流
れ
が
強
く
当
時
の

力
の
無
い
船
で
は
川
を
上
る
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
佐
原
か
ら
横
利
根
の
閘
門

を
通
っ
て
牛
堀
の
汽
船
場
で
時
間
を
調
節
し

て
土
浦
の
港
へ
は
翌
朝
五
時
頃
着
く
よ
う
に

し
て
い
た
。
魚
会
社
へ
は
常
磐
線
下
の
汽
船
場

か
ら
艀
で
魚
を
運
ん
だ
。
そ
の
艀
に
乗
せ
ら
れ

て
店
の
若
い
衆
と
朝
の
汽
船
場
に
よ
く
行
っ

た
。
ま
だ
船
が
着
い
て
い
な
い
時
、
水
神
様
の

わ
き
の
丘
の
上
か
ら
船
の
来
る
の
を
待
っ
た
。

朝
日
の
上
【
昇

】
る
の
と
共
に
船
が
沖
の
方
に

見
え
る
。
当
時
の
船
は
石
炭
を
焚
い
て
走
る
蒸

気
機
関
の
外
輪
船
で
、
大
き
な
水
車
を
両
舷
で

廻
し
て
進
む
速
力
の
遅
い
船
だ
っ
た
の
で
遠

い
沖
に
煙
突
か
ら
煙
を
な
び
か
せ
な
が
ら
来

る
の
を
見
て
か
ら
着
く
ま
で
に
は
し
ば
ら
く

か
か
っ
た
。 

 

丘
の
上
か
ら
朝
日
を
見
る
の
は
こ
の
時
で
、

夏
に
は
前
谷
原
【
水
神
様
の
対
岸
。現
在
の
港
町
一
帯
。

当
時
は
一
面
の
谷
原
で
あ
っ
た

】
の
葭
【
あ
し(

よ
し )  

 

葦･

蘆

】
が
緑
に
な
び
き
、
冬
に
は
黄
褐
色
の
葭
の

原
の
向
こ
う
か
ら
朝
日
が
上
が
っ
た
。
逆
光
を

受
け
て
黒
い
影
の
船
が
進
ん
で
来
る
の
を
夢

見
気
分
で
見
た
も
の
で
あ
る
。
…
…
。｣ 

 

蒸
気
貨
物
船
が
人
も
乗
せ
る
よ
う
に
な
る

と
、
間
も
な
く
、
定
期
客
船
が
就
航
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
こ
の
蒸
気
船
は
、
中
央
に
は
長

い
煙
突
を
、
船
腹
の
両
側
に
は
水
車
を
付
け
た

外
輪
船
で
、
土
浦
～
銚
子
間
に
定
期
就
航
し
た

当
時
は
、
１
日
１
往
復
。
午
前
７
時
に
銚
子
を

出
発
し
、
８
時
間
を
要
し
て
午
後
３
時
に
土
浦

到
着
。
帰
り
は
、
土
浦
を
午
前
０
時
半
に
出
発
、

朝
７
時
30

分
に
銚
子
に
着
い
て
い
ま
す
。 

 

明
治
20

年
代
に
入
る
と
、
西
浦
・
北
浦
で
は
、

吉
田
汽
船(

銚
子
～
土
浦
航
路)

、
貝
塚
松
太
郎
の

朝
日
丸
汽
船(

土
浦
～
鹿
島
航
路
及
び
土
浦
～
佐
原
航

路)

に
加
え
て
、
銚
子
汽
船
の
銚
子
丸
や
内
国

通
運
の
通
運
丸
も
同
じ
航
路
に
就
航
し
、
各
社

間
で
の
激
し
い
競
争
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
が
、

1895

［
明
治
28

］
年
に
、
銚
子
汽
船
と
内
国
通
運

と
が
協
定
を
結
ん
で
同
盟
航
路
を
設
定
し
て
、

こ
の
２
社
が
優
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
岡
本
儀
兵
衛
・
日

高
治
助
の
２
汽
船
部
な
ど
、
小
規
模
な
船
会
社

が
霞
ヶ
浦
沿
岸
航
路
に
参
入
し
、
過
当
競
争
を

繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

1900

［
明
治
33

］
年
９
月
発
行
の
『
進
修
第
２

号
』｢

鹿
島
紀
行｣
に
は
、
２
年
生
田
崎
政
吉(

中

２
回)

が
、
友
人
た
ち
と
借
り
受
け
た
ボ
ー
ト

で
、
潮
来
・
鹿
島
に
向
か
う
途
中
、
沖
宿
で
出

会
っ
た
蒸
気
船
朝
日
丸
の
様
子
を
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
ま
す
。 
 
｢

…
…
、
船
【
田
崎
た
ち
が
漕
ぎ
進
め
る
ボ
ー
ト

】

ハ
早
ク
モ
沖
宿
ニ
達
セ
リ
、
此
地
ニ
土
浦
・【
鹿

島

】
大
船
津
徃
来
ノ
汽
船
朝
日
丸
ア
リ
、
彼
カ

人
耳
ヲ
貫
ク
汽
笛
ハ
、
其
来
リ
シ
ヲ
報
セ
シ
ナ

ル
ベ
シ
、
火
輪
【
外
輪

】
ハ
水
ヲ
蹴
テ
忽
チ
来

リ
黒
烟
朦
々
タ
リ
同
時
ニ
軽
舸
【
艀

】
ノ
来
テ

客
ヲ
載
ス
ル
ア
リ
、
汽
船
ハ
既
ニ
煙
ヲ
遺
シ
テ

進
行
セ
リ
、
…
…
。｣ 

 
 

沖
宿
や
木
原
な
ど
の
、
蒸
気
船
が
接
岸
で
き

な
い
寄
航
地
で
は
、
沖
合
に
碇
泊
し
た
船
に
、

乗
客
や
荷
物
を
艀
で
運
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

鹿
島
ま
で
の
遠
漕
を
成
し
遂
げ
た
田
崎
た

ち
で
し
た
が
、
帰
途
は
、
ボ
ー
ト
の
不
具
合
や

疲
労
の
た
め
、
漕
艇
を
断
念
し
、
行
方
郡
井
上

【
現
行
方
市
井
上

】
か
ら
高
浜
ま
で
は
汽
船
に
乗

り
、
高
浜
か
ら
土
浦
ま
で
は
夜
道
を
歩
い
て
い

ま
す
。 

 
｢

…
…
、
遺
憾
ナ
カ
ラ
舟
ヲ
金
塚
氏
ニ
託
シ
、

余
ハ
秋
永
、
原
田
、
ノ
両
氏
ト
共
ニ
其
夜
汽
船

ニ
乗
ジ
テ
高
浜
ニ
至
ラ
ン
ト
欲
ス
、
是
レ
高
浜

ヨ
リ
土
浦
ニ
至
リ
翌
日
ノ
昇
校
ニ
遅
レ
サ
ラ

ン
コ
ト
ヲ
望
ミ
シ
ヲ
以
テ
ナ
リ
、
待
ツ
ヿ
【
コ

ト

】
数
時
間
ニ
シ
テ
汽
船
ノ
来
ル
ヲ
見
ル
、
乃

チ
之
ニ
乗
シ
テ
汽
笛
ト
共
ニ
同
地
ヲ
発
ス
、
舟

中
諸
人
ト
問
語
相
労
ス
ル
ヿ
時
ア
リ
、
既
ニ
シ

テ
余
等
皆
日
中
ノ
疲
労
ニ
因
リ
、
忽
チ
睡
魔
ノ

侵
ス
処
ト
ナ
ル
、
目
醒
レ
バ
身
ハ
早
ク
モ
高
浜

ニ
ア
リ
、
余
等
此
レ
ヨ
リ
土
浦
ニ
夜
行
ヲ
試
ミ

タ
リ
、
時
此
レ
午
前
二
時
頃
ニ
シ
テ
…
…
。｣ 

 

田
崎
た
ち
は
、
銚
子
～
高
浜
航
路
の
定
期
船

に
乗
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
便
数
が
限
ら
れ

て
い
た
の
で
、
夜
行
便
と
い
え
ど
も
、
け
っ
こ

う
な
数
の
乗
客
は
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

鉄
道
輸
送
が
本
格
化
す
る
と
、
蒸
気
船
は
、

次
第
に
そ
の
王
座
を
明
け
渡
す
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
鉄
道
の
な
い
霞
ヶ
浦
沿
岸
地
域
で
は
、

水
運
に
よ
る
貨
客
輸
送
は
、
住
民
に
と
っ
て
欠

か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

                 

 

前
掲
『
利
根
川
汽
船
航
路
案
内
』
に
は
、
内

国
通
運
の
11

航
路
と
寄
航
場
、
さ
ら
に
そ
の
周

辺
の
名
所
旧
跡
案
内
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
土
浦
発
着
の
汽
船
と
し
て
は
、
１
日
に｢

鹿

島
行
往
復
２
回
、
佐
原
行
往
復
２
回
、
銚
子
行

往
復
１
回
、
江
戸
崎
行
往
復
１
回
又
東
京
、
鉾

田
、
高
浜
、
水
海
道
、
野
田
、
境
、
古
河
、
笹

良
橋
、
川
俣
等
へ
接
続
輸
送
の
便
あ
り
。｣

と

の
記
載
が
あ
り
ま
す
。 

 

土
浦
～
銚
子
間
は
、
銚
子
を
起
点
と
し
て
下

利
根
川
を
溯
り
、
佐
原
を
経
て
横
利
根
川
に
入

り
、
行
方
郡
井
上
か
ら
西
航
し
て
土
浦
川
口
に

至
る
42

浬(

か
い
り 

海
里
。
１
浬
は

1852

ｍ)

。
土
浦
～

佐
原
間
は
土
浦
～
銚
子
間
航
路
の
う
ち
の
、
佐

原
か
ら
の
利
根
川
下
流
を
除
く
同
一
航
路
で
、

航
程
22

浬
。
土
浦
～
鹿
島
間
は
、
土
浦
を
起
点

と
し
て
、
土
浦
～
佐
原
間
と
同
一
の
航
路
で
、

牛
堀
か
ら
北
利
根
川
に
入
り
、
潮
来
前
川
を
経

て
鹿
島
大
船
津
に
至
る
航
路
で
、
航
程
33

浬
。

土
浦
～
江
戸
崎
間
は
、
江
戸
崎
を
起
点
と
し
て
、

小
野
川
を
下
り
、
霞
ヶ
浦
に
出
て
大
山
岬
を
回

り
、
西
航
し
て
土
浦
に
至
る
航
路
で
、
航
程
20

浬
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

1918

［
大
正
７
］
年
発
行
の
『
利
根
川
勝
地
案

内
』
に
も
、
土
浦
発
着
の
汽
船
と
し
て
、
土
浦

航
路(

土
浦
～
鹿
島
、
土
浦
～
銚
子)

、
江
戸
崎
航
路

(

江
戸
崎
～
佐
原
～
土
浦
～
江
戸
崎)

の
時
刻
表
が
掲

載
さ
れ
て
い
て
、
土
浦
か
ら
鹿
島
、
銚
子
、
江

戸
崎
、
佐
原
行
の
定
期
船
が
就
航
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。 

 

各
航
路
と
も
、
沿
岸
の
寄
航
地
を
丹
念
に
辿

っ
て
い
る
上
に
、
土
浦
入
で
は
、
土
浦
～
沖
宿

～
島
津
～
木
原
～
牛
渡
、
と
霞
ヶ
浦
を
ジ
グ
ザ

グ
に
航
行
し
て
い
る
の
で
、
最
終
の
目
的
地
ま

で
に
は
か
な
り
の
時
間
を
要
し
て
い
ま
す
。 
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明治 40 年代の汽船航路図 
（『図説土浦の歴史』「利根川汽船航路案内」付図より作成） 

 

：汽船航路で文中の土浦中学生に関係する寄港地 

 


